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通り可決しました。
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条例一部改正や補正予算等を審議！
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議会だより ２

介護予防拠点施設整備
バリアフリー改修事業等
計2億687万8千円を補正

９月５日　第３回定例会　こんなことが決まりました！

〈補正予算の主な事業〉

◇介護予防拠点施設整備

2,537 万 2 千円（道支出金他）

　・集会施設トイレや玄関等のバリアフリー改修等。

◇養護老人ホーム建設事業補助

　　　　　　　　　　　　　3,650 万円（全額地方債）

　・ひのき荘移管後となる新施設建設に伴う費用補助。

◇江差版 DMO 設立等　257 万 1 千円（全額一般財源）

　・DMO 設立及び運営経費の支援。

◇町道除雪対策　　　　3,421 万 7 千円（全額一般財源）

　・町道の除雪に係る作業員の賃金や重機使用料、委

　　託料等の経費。

＜特別会計＞

◇国民健康保険費特別会計

　　　　　　　　　　　375 万 4 千円（全額一般財源）

　・交付金返還経費の補正。

◇介護保険特別会計　　2,859 万 8 千円（全額一般財源）

　・介護給付費負担金等返還経費の補正。

＜一般会計＞

◇町有施設ブロック塀取壊し

182 万 6 千円（全額一般財源）

　・公共施設や町有地のブロック塀の取壊し経費。

　　　　　　　　　239 万円（全額一般財源）

　・南浜町教職員住宅のブロック塀の取壊し経費。

◇役場庁舎電源設備改修等

　600 万 2 千円（全額一般財源）

　・電灯用及び動力用変圧器の劣化に伴う取替。

◇第６次江差町総合計画基本構想策定

　　　　　　　　　　　324 万 4 千円（全額一般財源）

　・基本構想策定の準備等の業務委託を前倒しで実施。

定例会補正予算の概要

会　計　名 今回補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 1億 7,452 万 6千円 56億 1,592 万 9千円

国民健康保険費特別会計 375 万 4千円 9億 1,815 万 4千円

介護保険特別会計 2,859 万 8千円 10億 7,011 万 5千円

計 2億 687 万 8千円 76億 419 万 8千円

第３回定例会では、決算認定、健全化判断比率

等の報告、条例改正と廃止、財産の無償譲渡、

教育委員会委員と監査委員、副町長の任命同意

等の案件を審議しました。



議会だより３

【
議
員
か
ら
質
疑
】
（
抜
粋
）

民
間
設
置
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
対

す
る
町
の
考
え
は
。

　

国
、
道
か
ら
の
通
達
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
安
全
点

検
や
基
準
を
、
図
示
し
た
チ
ラ

シ
折
込
で
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

周
知
だ
け
で
は
な
く
実
態
調
査

と
町
の
支
援
は
。

　

通
学
路
は
緊
急
点
検
済
。
実

態
調
査
及
び
支
援
は
、
今
後
、

検
討
し
た
い
。

新
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
実
施
を
既
存
事
業
者

と
情
報
交
換
し
て
い
る
か
。

　

具
体
的
協
議
は
し
て
い
な
い
。

事
業
所
と
の
情
報
交
換
は
す
べ

き
で
は
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
移
管
先
法

人
側
か
ら
既
存
事
業
者
に
対
し

一
括
説
明
す
る
こ
と
で
進
め
た
い
。

Q

Ⓐ

Ⓐ

Q

第３回定例会　こんなことが決まりました！

決 算 認 定

　各会計の平成 29 年度決算認定について、閉会

後開催される決算審査特別委員会に付託。

・一般会計歳入歳出決算ほか８会計

決算審査特別委員会の

現地視察のようす（新

陣屋団地等を視察）

健全化判断比率等の報告

実質公債費比率 15.5％

　早期健全化基準の 25％と比較すると 9.5 ポイン

ト下回っている。前年度と比較すると 1.1 ポイント

悪化している。

将来負担比率 72.8％

　早期健全化基準の 350％と比較するとこれを下

回っている。前年度と比較すると 3.8 ポイント悪化

している。

・江差町課設置条例の一部改正

　ひのき荘の民間移管等により、課設置条例を改

正し、新たに「高齢あんしん課」が設置されました。

・江差町家庭的保育事業等の設備及び運営に

　関する基準を定める条例の一部改正

　代替保育を地域型保育

事業の小規模保育事業に

替えることができ、また、

給食提供の食事搬入も可

能とするもの。

人 事

・教育委員会委員の任命（新任）

　小笠原  敏文  氏（本町・45 歳）

　任期は平成 34 年９月 30 日まで

　の４年間。　

・監査委員の任命（再任）

　近藤　偉喜　氏（緑丘・70 歳）

　任期は平成 34 年９月 30 日まで
　の４年間。

かもめ保育園

条 例 改 正

・副町長の任命（再任）

　田畑　明　氏（陣屋町・59 歳）

　任期は平成 34 年９月 30 日まで
　の４年間。

照井町長が二期目とな

る今後４年間の町政運

営について、所信表明

を行いました。

「不幸ゼロのまちの実現」

「戦略的なまちづくりの推進」

「活力と賑わいのあるまちづくりの推進」

「町民とともに歩む役場づくり」

　※町長の所信表明の詳しい内容については、　

　　 町広報 10 月号に掲載しています。

所 信 表 明

QⒶ

QⒶ

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
た

道
立
江
差
保
健
所

町
か
ら
移
管
し
た

ひ
の
き
壮



議会だより ４

議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

七
議
員
が
町
政
を
問
う

　定例会で次のとおり、町長が行政報告しました。

１　養護老人ホームひのき荘の施設整備計画の一部変更

　及び開設スケジュールについて

　ひのき荘移管は、残すところ１ヶ月を切ったところ。移

管法人である社会福祉法人雄心会において、新施設建設に

向け、昨年８月から北海道との協議・審査を受けており、

本年１月、新施設の建設費を抑え、少しでも完成を早める

べく、建設工法を変更し、施設の形状が変わる旨の連絡を

受けていた。最終的には本年８月10日に、変更案が町に示

され、当初の３階建てから２階建てとなり、当初予定の中

庭の吹き抜けスペースを取り止めたもので、入居者の居住

空間に変更はありません。

　開設スケジュールも、概ね１ヶ月早まり、2019年12月

の開設を目指したいとのこと。最終的な総工事費は13億

3,500万円で約1億3千万の減少となっている。

　町の支援策は当初のとおり、建設工事費補助と設備備品

等補助の合計額4億3千万円を上限として交付して参りた

い。

２　寄付採納について

・株式会社ユーラス江差風力　代表取締役　高瀬達秀様

　現金190万円（使途について意向を踏まえ、検討協議

し、かもめ島花火大会実行委員会補助や町道中歌線の道路

照明LED化に活用させて頂くこととしている）

・株式会社河村ビル開発　代表取締役　河村有泰様

　現金250万円（企業版ふるさと納税制度により、今年度

から実施の江差子ども未来応援プロジェクトに活用させて

頂くこととしている）

意 見 書 を 提 出
　９月定例会では７件の意見書を提出し、５件を可決、関

係行政機関へ提出しました。

◆林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化

　を求める意見書

◆道教委「これからの高校づくりに関する指針」を抜本的

　に見直し、すべての子どもにゆたかな学びを保障する高

　校教育を求める意見書

◆水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書

◆児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書

◆学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を

　求める意見書

第 3 回 定 例 会  行 政 報 告
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9 月定例会　一般質問 飯田　隆一 議員（無会派）

お
り
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
、
転
勤
者
や
若
者
の
声
を

踏
ま
え
、
多
世
代
が
利
用
す

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
を
公
約
と

し
た
。
内
容
は
今
後
、
役
場

内
で
整
理
し
た
う
え
で
協

議
し
た
い
。
協
議
及
び
合
意

に
つ
い
て
は
、
選
挙
公
約
で

あ
り
、
告
示
前
に
所
管
課
と

は
し
て
お
ら
ず
、
選
挙
後
に

考
え
方
を
指
示
し
た
。
な

お
、
経
産
省
補
助
金
は
問
題

な
い
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。　

民
間
事
業
者
に
よ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
計

画
も
あ
っ
た
が
、
江
差
町
の

規
模
で
は
採
算
的
に
無
理

が
あ
り
断
念
し
て
い
る
。
や

は
り
商
店
街
に
い
か
に
集

ま
る
施
設
を
作
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
と
多
目
的
と
い
う

だ
け
で
は
疑
問
が
あ
る
。
や

は
り
商
工
会
等
と
の
協
議

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

商
工
会

の
調
査
報
告
書
や
提
言
書

で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

で
は
採
算
性
に
不
安
が
残

る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で

こ
の
仕
組
み
を
ど
の
よ
う

　

公
約
で
江
光
ビ
ル
跡
地
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
交
流

拠
点
施
設
の
複
合
施
設
に
、

と
あ
る
が
そ
の
内
容
は
。
ま

た
、
役
場
内
関
係
課
、
商
工

会
、
北
海
道
経
済
産
業
局
と

の
協
議
は
な
さ
れ
た
の
か
。

さ
ら
に
は
、
経
産
省
の
ま
ち

づ
く
り
補
助
金
で
、
中
央
商

店
街
の
活
性
化
に
有
効
な
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
が
条
件

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
適
な

の
か
。　

江
差
商
工
会
か
ら

の
提
言
書
で
整
備
計
画
の
検

討
施
設
と
し
て
記
載
さ
れ
て

に
し
て
い
く
の
か
が
課
題
で

あ
る
と
も
記
載
が
あ
る
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
の
調
査

を
し
、
商
工
会
等
と
の
話
し

合
い
を
し
な
が
ら
詰
め
て
い

き
た
い
。

　

選
挙
公
約
は
当
選

後
に
実
施
す
る
と
約
束
す
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
多
目
的

と
い
う
の
は
有
権
者
と
の
約

束
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

当
然
、
町
民
が
選

挙
を
行
う
上
で
判
断
す
る
材

料
の
一
つ
で
あ
る
。
政
治
家

と
し
て
立
候
補
す
る
に
あ

た
っ
て
訴
え
た
内
容
で
あ

り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と

交
流
拠
点
施
設
の
整
備
を
念

頭
に
議
論
を
進
め
て
参
り
た

い
。

　

１
億
円
の
補
助
に
よ
り
大

手
ホ
テ
ル
が
進
出
し
た
場
合

の
地
元
旅
館
業
者
に
及
ぼ

す
影
響
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
誘
致
に
あ
た
り
、

町
内
宿
泊
施
設
の
稼
働
状
況

や
宿
泊
客
の
動
向
は
ど
の
よ

う
に
調
査
し
た
の
か
。

　

既
存
同
業
者
に
一

切
影
響
が
な
い
と
は
言
い
切

れ
な
い
が
、
一
方
で
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
、
お
客
様
満
足
度

を
高
め
、
滞
在
型
観
光
へ
の

転
換
を
図
る
上
で
の
ツ
ー
ル

と
し
た
い
。
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
交
付
金
は
既
存
宿

泊
業
者
も
対
象
で
あ
る
。
毎

年
宿
泊
者
数
の
調
査
を
し
て

い
る
が
、
観
光
客
と
ビ
ジ
ネ

ス
客
の
把
握
は
困
難
で
あ

る
。　

大
型
宿
泊
施
設
の
誘

致
は
地
元
宿
泊
事
業
者
全

者
反
対
で
町
長
へ
要
請
に

来
る
と
聞
い
て
い
る
。
も
う

少
し
制
度
に
つ
い
て
町
内

業
者
も
該
当
す
る
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

　

総
合
戦

略
の
策
定
と
同
時
に
ま
ち

づ
く
り
推
進
交
付
金
を
制

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
も
町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
記
載
し
て

い
る
が
、
宿
泊
施
設
へ
の
周

知
不
足
は
お
詫
び
し
た
い
。

　

に
し
ん
文
化
の
中
心
的
な

存
在
で
あ
る
横
山
家
は
老
朽

化
が
進
み
、
再
開
も
危
ぶ
ま

れ
る
。
町
の
積
極
的
関
与
や

支
援
に
つ
い
て
、
町
の
基
本

的
ス
タ
ン
ス
は
。
ま
た
、
江

差
町
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
こ
う
い

う
施
設
の
運
営
主
体
と
な
り

得
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
可

能
性
は
。

　

閉
館
は
大
変
残
念

で
あ
る
が
、
町
が
引
き
継
ぎ

開
館
す
る
に
は
相
当
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
時
間
を
か
け

て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
あ
り
、
議
会
と

も
相
談
し
な
が
ら
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は

ど
の
よ
う
な
方
向
性
が
可
能

か
、
判
断
材
料
の
整
理
に
時

間
を
有
す
る
た
め
、
現
時
点

で
の
答
弁
は
難
し
い
。

「
江
光
ビ
ル
跡
地
の
活
用
策
に
つ
い
て
」

旧江光ビル跡地

「
宿
泊
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
」

「
横
山
家
の
再
開
と

　
　
　

 

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」

今
年
５
月
か
ら
休
館
し
て
い
る

横
山
家

町
長

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

再
再

町
長

町
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

再

町
長



議会だより ６

9 月定例会　一般質問 萩原　徹 議員（無会派）

と
な
る
も
の
は
何
か
。
最
後

に
江
差
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
と
の
関
係
に
お
け
る

組
織
の
あ
り
方
の
検
討
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

当
面
、
代
表
理
事

の
町
長
１
名
で
あ
る
が
、
専

任
の
事
務
局
長
も
理
事
と
す

る
方
向
。
江
差
町
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
よ
り
、
関

係
団
体
か
ら
の
意
見
反
映
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
理
事
会
に
代
わ
る
よ
う
な

機
能
を
想
定
し
て
い
る
。
事

務
局
長
は
、
民
間
の
経
営
感

覚
が
求
め
ら
れ
る
。
人
材
バ

ン
ク
制
度
の
活
用
等
、
早
期

の
人
材
確
保
に
努
め
る
。
ま

た
、
到
達
点
と
し
て
は
自
立
・

自
走
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

こ
の
法
人
設
立
目
的
は
、
観

光
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
少

し
で
も
税
金
の
投
入
を
抑
え

な
が
ら
目
的
達
成
で
き
る
組

織
を
目
指
す
。
町
の
支
援
は

今
後
の
予
算
要
求
に
お
い
て

精
査
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
も

体
験
観
光
は
長
く
叫
ば
れ
て

き
た
が
、
体
験
観
光
を
希
望

す
る
観
光
客
を
呼
び
込
む
た

め
の
、
誰
が
、
何
を
、
ど
こ
で
、

ど
う
い
っ
た
金
額
で
、
と
い

う
メ
ニ
ュ
ー
を
一
元
的
に
集

約
し
、
受
付
窓
口
を
設
置
し

た
り
、
対
外
的
に
情
報
発
信

が
で
き
て
い
な
い
現
状
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
江
差
版
観
光

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
、
町
の
事
業
者
と

観
光
客
の
間
を
取
り
持
ち
な

が
ら
、
観
光
客
を
呼
び
込
み
、

江
差
で
時
間
と
お
金
を
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
住
民
の

経
済
活
動
の
向
上
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

江
差
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
は
、
会
員
か
ら
の
会
費

を
主
た
る
財
源
と
し
な
が
ら

運
営
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
独

立
し
た
団
体
で
あ
る
が
、
観

光
振
興
と
い
う
意
味
で
は
、

江
差
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
目
指
す
方

向
は
同
じ
と
い
っ
て
良
い
組

織
。
観
光
協
会
が
実
施
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
来
訪
者

が
求
め
る
情
報
を
的
確
に
出

す
こ
と
や
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
物
販
を
実
施
す
る
な
ど
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
多
く
の
経
済
行
為

を
生
む
よ
う
な
役
割
を
担
う

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
民
間

と
し
て
観
光
振
興
を
目
指
す

団
体
同
士
で
あ
り
、
お
互
い

の
組
織
の
利
点
を
生
か
し
な

が
ら
、
こ
の
町
の
資
源
で
観

光
振
興
を
図
る
た
め
の
協
力

体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

　

事
業
収
入
の
柱
に

「
ぷ
ら
っ
と
江
差
」
と
あ
る

が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

色
々
な
取
組
を
し
、
前
年
比
、

物
販
で
は
１
２
２
．
７
パ
ー

セ

ン

ト
、

飲

食

で
７

３
．

６
パ
ー
セ
ン
ト
、
合
計
で

１
１
４
．
６
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
会
議
で
は
、
飲
食
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
意
見
が

あ
っ
た
。
飲
食
売
上
の
減
少

は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
変
更
の
影

響
が
あ
る
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
、
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

　

ま
だ
引

き
継
ぎ
で
色
々
な
試
行
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご

理
解
願
い
た
い
。
江
差
に
は

飲
食
店
が
多
数
あ
り
、
そ
の

方
々
が
自
分
達
の
経
済
行
為

も
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
い
も
の
も
一
つ
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
、
同
じ
も

の
を
出
す
意
義
と
い
う
の
は

ど
う
な
の
か
、
と
い
う
風
に

考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
江

差
で
採
れ
た
ニ
シ
ン
を
、
江

差
の
人
が
加
工
し
て
、
江
差

の
蕎
麦
を
食
べ
さ
す
と
い
う

よ
う
な
一
次
産
業
で
で
き
た

も
の
を
作
っ
て
食
べ
て
頂
く

よ
う
な
形
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
去
年
ま
で

は
、
ラ
ー
メ
ン
や
蕎
麦
と
か

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
他
の

所
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
今
の
ぷ
ら
っ
と
江
差

は
色
々
な
方
々
か
ら
、
色
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
き
な
が

ら
、
江
差
の
産
物
で
観
光
客

に
食
し
て
頂
く
、
そ
う
い
う

も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

一
般
社
団
法
人
で
設
立

し
、
代
表
者
が
江
差
町
長
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
理
事
は

ど
の
よ
う
な
人
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
事
務
局

長
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
考

え
て
い
る
か
。
委
員
会
報
告

で
、
初
期
段
階
で
は
町
の
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
最
終
的

に
は
自
立
が
求
め
ら
れ
る
と

し
て
い
る
が
、
ど
の
く
ら
い

の
期
間
を
目
途
と
し
て
い
る

の
か
。
次
に
町
内
の
人
材
や

観
光
資
源
を
活
か
し
た
体
験

観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
構
築
す
る

と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
事
業
収
益
の
柱

「(

仮
称)

北
海
道
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

 

機
構
の
設
立
に
つ
い
て
」

４
月
か
ら
運
営
主
体
が
変
わ
っ
た

「
ぷ
ら
っ
と
江
差
」

江差町観光情報総合案内所

町
長

再追
分
観
光
課
長
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て
、
平
成
28
年
度
に
ま
ち
づ

く
り
推
進
交
付
金
を
創
設

し
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

企
業
が
２
件
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
現
在
、
地
域
づ
く

り
大
学
連
携
事
業
に
よ
り
、

北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
を

始
め
と
す
る
、
各
大
学
が
、

本
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
大
学

の
知
の
創
造
と
町
の
人
材
を

含
む
知
の
活
用
を
融
合
さ

せ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽

の
創
出
や
、
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本

町
へ
の
定
住
、
起
業
に
向
け

た
、
起
業
に
向
け
た
人
材
の

誘
致
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
北
海
道
創
生
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業

に
つ
い
て
、
北
海
道
創
生
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
道
内

市
町
村
の
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
と

都
市
部
の
企
業
や
人
材
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
総
合
的
に
支

援
す
る
仕
組
み
で
、
江
差
町

は
本
年
５
月
29
日
に
交
付
金

１
億
円
を
核
と
し
た
ホ
テ
ル

誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申
請

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
年

度
、
８
月
30
日
に
東
京
都
で

開
催
さ
れ
た
都
市
部
等
の
企

業
と
市
町
村
と
の
交
流
会
に

参
加
し
、
本
町
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

て
き
た
。

　

宿
泊
施
設
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
本
町
の
重
要
な
懸
案

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
北
海
道
創
生
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
等
を
通
じ
な

が
ら
、
Ｐ
Ｒ
機
会
の
拡
大
を

図
り
、
宿
泊
施
設
の
建
設
に

興
味
の
あ
る
企
業
や
、
宿
泊

施
設
の
誘
致
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
の
招
聘

等
を
求
め
る
と
共
に
、
私
自

身
も
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
活
用
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

近
隣
市
で
は
、
色
々

な
こ
う
い
う
新
し
い
モ
デ
ル

に
対
し
て
支
援
策
を
設
け
て

い
る
。
江
差
町
に
お
い
て
も

江
差
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
交

付
金
が
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

後
押
し
す
る
と
い
う
の
は
、

十
分
私
も
理
解
し
て
い
る

が
、
家
賃
補
助
ま
で
含
め
て
、

５
カ
月
の
試
用
期
間
を
無
償

に
す
る
等
、
支
援
措
置
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
加
え
て
、
道
南
圏
に

は
、
教
育
大
学
以
外
に
も
公

立
の
情
報
関
連
の
公
立
未
来

大
学
或
い
は
高
専
も
あ
る
。

東
京
都
の
中
で
は
大
学
在
任

中
に
起
業
化
す
る
学
生
も
多

数
い
る
。
道
南
圏
の
大
学
に

対
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
含
め

て
、
「
江
差
町
で
は
皆
さ
ん

に
施
設
を
無
償
で
貸
し
ま
す

よ
。
も
し
、
起
業
化
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
来
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
よ
う
な

ア
ナ
ウ
ン
ス
も
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

支
援
策

と
し
て
道
内
で
は
基
本
的

に
は
物
件
の
紹
介
、
あ
る
い

は
家
賃
補
助
、
あ
と
通
信
費

用
の
一
部
補
助
と
い
っ
た

様
な
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

が
多
い
。
北
海
道
教
育
大
学

函
館
校
と
連
携
を
結
ん
で

色
々
と
行
っ
て
い
る
が
、
実

は
北
海
道
情
報
大
学
の
学

生
も
こ
の
地
に
来
て
、
北
部

地
域
の
生
活
の
実
態
を
今

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
て
分

析
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

そ
う
い
っ
た
、
色
々
な
方
々

が
、
こ
の
地
域
に
足
を
運
ん

で
頂
く
と
い
う
こ
と
で
は
、

地
域
づ
く
り
大
学
連
携
事

業
は
少
し
進
ん
で
い
る
の

か
な
と
認
識
し
て
い
る
。
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
で
そ
れ

ら
を
、
今
度
は
、
空
き
家

空
き
店
舗
で
色
々
な
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

る
よ
う
な
取
り
組
み
と
い

う
主
旨
の
質
問
だ
と
思
う

が
、
大
学
と
は
何
回
か
そ
う

い
う
や
り
と
り
も
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
。
一
歩
踏
み
込

ん
だ
、
町
の
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　

町
長
の
所
信
表
明
の
あ
っ

た
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
の
中
で
２
項
目
ほ
ど
質

問
す
る
。

　

ま
ず
始
め
に
、
全
国
で
も

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る

人
口
減
少
問
題
は
、
当
町
に

お
い
て
も
喫
緊
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
江
差
町
へ
の
定

住
希
望
の
若
年
層
の
定
着
に

む
け
た
方
策
と
し
て
、
空
き

家
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事

業
誘
致
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
で
、
江
差
町
に
お
け
る
こ

れ
ら
に
対
す
る
推
進
方
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　

も
う
１
点
。
懸
案
事
項
で

あ
る
、
宿
泊
施
設
の
誘
致
に

つ
い
て
、
北
海
道
創
生
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業

に
応
募
し
て
い
る
と
い
う
風

に
伺
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

空
き
家
や
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
新
た
な
起

業
に
対
す
る
町
の
支
援
と
し

「
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　

  

推
進
方
策
に
つ
い
て
」

北海道教育大学函館校との連携事業

町
長

再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長



議会だより ８

9 月定例会　一般質問 小林くにこ 議員（日本共産党）

単
独
か
、
そ
れ
と
も
江
差
町

健
康
増
進
計
画
に
盛
り
込
む

の
か
。

　

児
童
虐

待
件
数
は
平
成
29
年
度
で
11

件
。

　

い
じ
め

の
相
談
報
告
は
な
い
が
、
友

人
関
係
の
相
談
は
多
い
。

　

自
殺
対

策
計
画
は
健
康
増
進
計
画
と

の
一
本
化
の
作
成
で
進
め
る
。

　

児
童
虐
待
11
件
の

種
類
は
。

　

身
体
的

虐
待
相
談
６
件
、
心
理
的
虐

待
相
談
５
件
。

　

加
盟
か
ら
３
年
経
過
す
る

が
、
活
動
が
見
え
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
再

審
査
に
向
け
、
指
摘
の
あ
っ

た
課
題
や
今
後
の
活
動
方
針

の
考
え
は
。

　

町
が
連
合
加
盟
を

目
指
し
た
背
景
は
、
最
も
美

し
い
村
運
動
が
地
域
の
資
源

を
活
か
し
な
が
ら
、
小
さ
な

町
で
も
自
立
を
目
指
す
も
の

で
、
我
が
町
の
理
想
の
姿
、

そ
の
も
の
。

　

し
か
し
、
加
盟
し
て
い
る

小
さ
な
町
、
個
々
で
は
、
財

政
基
盤
や
人
的
な
面
か
ら
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど

が
弱
点
と
な
り
、
地
域
の
魅

力
あ
る
資
源
を
知
っ
て
頂
く

こ
と
に
限
界
が
生
ま
れ
る
。

小
さ
く
て
も
魅
力
の
詰
ま
っ

た
町
村
同
士
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
み
、
日
本
で
最
も
美
し
い

村
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
で
、

国
内
外
へ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
来
訪

者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
連
合
の
目
指
す
と
こ
ろ
。

指
摘
さ
れ
た
具
体
的
な
内
容

は
、
か
も
め
島
の
活
用
を
明

確
化
、
町
民
の
森
の
活
用
方

法
検
討
、
い
に
し
え
街
道
を

見
せ
る
観
光
か
ら
通
年
型
や

滞
在
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
転

換
の
三
つ
で
、
再
審
査
に
向

け
て
、
行
政
と
し
て
も
住
民

と
共
に
行
動
の
発
展
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
、
十
分
に
活
用
出

来
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
ず
、
連
合
を
通
し
て

情
報
発
信
の
強
化
を
是
非
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
。

　

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
の
体

験
や
ニ
シ
ン
漬
け
や
三
平

汁
、
こ
う
れ
ん
等
、
使
え
る

メ
ニ
ュ
ー
を
最
大
限
活
用
し

て
、
町
民
か
ら
も
情
報
や
写

真
提
供
を
求
め
る
等
、
町
民

を
巻
き
込
む
形
で
再
審
査
に

臨
ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
る

が
。

　

観
光
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
た
中
で
、

し
っ
か
り
と
情
報
発
信
し
、

住
民
運
動
で
も
街
の
美
化

等
、
連
携
で
き
る
部
分
が
あ

れ
ば
と
考
え
る
。

　

不
幸
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
行
動
指
針
を
作
成

す
る
と
あ
る
が
内
容
は
。

　

不
幸
ゼ
ロ
の
ま
ち

の
実
現
は
、
公
約
の
中
で
も

優
先
し
て
取
り
組
む
課
題
で

あ
る
。
本
年
度
は
要
因
の
実

態
や
課
題
を
洗
い
出
し
、
施

策
や
計
画
の
検
証
を
行
う
。

行
動
指
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
来
年
度
以
降
整
理
さ
れ

る
。　

児
童
虐
待
の
相
談
件

数
は
。
ま
た
、
潜
在
的
な
、

い
じ
め
や
対
人
関
係
で
の
相

談
は
あ
っ
た
か
。

　

市
町
村
自
殺
対
策
計
画
は

「
不
幸
ゼ
ロ
の
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　

行
動
指
針
に
つ
い
て
」

「
江
差
町
内
の
公
園
に
つ
い
て
」

　

長
期
的
な
整
備
計
画
は
公

園
全
体
の
整
備
方
針
を
定
め

た
う
え
で
検
討
し
た
い
。
逆

川
森
林
公
園
は
自
然
豊
か
な

公
園
で
あ
り
、
町
と
し
て
も

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　

都
市
公
園
三
ヶ
所

は
、
既
に
40
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
改
め
て
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に

沿
っ
た
長
期
的
な
整
備
計
画

を
求
め
る
。

　

江
差
町
総
合
計
画
及
び
公

共
施
設
等
管
理
計
画
に
よ
る

と
、
維
持
管
理
に
努
め
、
安

全
配
慮
の
視
点
で
計
画
的
に

実
施
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
、
今
後
の
整
備

計
画
は
。

　

次
に
、
逆
川
森
林
公
園
の

利
活
用
の
考
え
は
。

　

遊
具
の
他
ベ
ン
チ

等
の
休
憩
施
設
を
設
置
。
老

朽
化
し
た
物
は
撤
去
。

逆川森林公園

「日本で最も美しい村」連合ホームページ

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合

　
　

加
盟
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
」

　

こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
並
び

に
生
活
実
態
調
査
の
ア
ン

ケ
ー
ト
設
問
に
、
公
園
関
連

の
質
問
項
目
を
設
け
ら
れ
な

い
か
。

　

子
ど
も

子
育
て
会
議
に
も
相
談
し
、

設
問
項
目
を
設
定
す
る
。
意

向
に
沿
っ
た
内
容
は
出
て
来

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
危
険
な

遊
具
の
撤
去
を
進
め
て
お

り
、
今
あ
る
公
園
の
整
備
を

最
優
先
し
て
い
る
。

町
長

再

町
民
福
祉
課
長

学
校
教
育
課
長

健
康
推
進
課
長

再
再

町
民
福
祉
課
長

町
長

再

町
民
福
祉
課
長

財
政
課
長

町
長

追
分
観
光
課
長

再
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組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

す
ぐ
に
は
、
サ
ロ
ン
開
設
に

は
至
っ
て
い
な
い
が
、
定
期

的
な
幅
広
い
世
代
が
集
ま
る

場
を
設
定
し
て
い
く
こ
と

で
、
少
し
ず
つ
サ
ロ
ン
化
に

向
か
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
お
り
、
行
政
と
し
て
の
連

携
支
援
等
を
検
討
し
て
参
り

た
い
。

　

地
域
包
括
支
援
係
が

中
心
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
、
た
く
さ

ん
の
町
民
の
方
が
集
ま
っ
て

き
て
、
互
助
の
精
神
、
そ
れ

を
大
事
に
し
て
話
し
合
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
せ
っ
か
く

会
館
と
か
の
い
い
施
設
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
う
町
民
の
力
を
借
り
て
う

ま
く
活
動
出
来
た
ら
、
も
の

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
う
が
。

　

ま
ち
づ

く
り
カ
フ
ェ
と
の
連
携
も

今
後
出
て
く
る
が
、
ま
ず

は
、
拠
点
整
備
さ
れ
た
地
域

で
の
町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

等
々
で
自
主
的
に
活
動
が
出

来
る
よ
う
に
、
地
域
包
括
と

し
て
後
方
支
援
が
出
来
る
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
な
が
ら
、

一
緒
に
考
え
て
取
り
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
少
し

長
い
目
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　

昨
年
９
月
定
例
会
で
、
毎

月
24
日
に
定
め
て
い
る
ニ
シ

ン
の
日
の
企
画
に
携
わ
っ

て
い
る
お
店
へ
、
１
軒
で
も

多
く
三
平
汁
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
依
頼
し
、
ま
た
、
町

営
レ
ス
ト
ラ
ン
と
は
、
メ

ニ
ュ
ー
化
の
方
向
で
協
議
す

る
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

た
の
か
伺
う
。

　

江
差
産
ニ
シ
ン
を

町
民
や
観
光
客
が
食
べ
ら
れ

る
こ
と
を
目
指
し
、
今
年
４

月
に
事
業
主
体
と
な
っ
た
江

差
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
協
賛
店
に
対
し
、
入
手

し
た
ニ
シ
ン
の
冷
凍
物
や
一

夜
干
し
製
品
の
販
売
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

日
本
遺
産
構
成
文
化
財
と
し

て
、
ニ
シ
ン
漬
け
が
あ
る
よ

う
に
、
ニ
シ
ン
の
用
途
は

様
々
で
、
糠
漬
け
に
し
て
三

平
汁
に
利
用
し
た
物
や
甘
露

煮
或
い
は
煮
付
け
、
塩
焼
き

等
で
提
供
し
て
い
る
。
町
営

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
こ
の
２

月
か
ら
江
差
産
ニ
シ
ン
そ
ば

の
提
供
を
は
じ
め
、
春
か
ら

は
ニ
シ
ン
尽
く
し
の
ニ
シ
ン

御
膳
と
い
っ
た
形
で
、
江
差

産
ニ
シ
ン
に
よ
る
食
の
提
供

を
頂
い
て
い
る
と
共
に
、
現

在
、
ニ
シ
ン
三
平
汁
に
つ
い

て
も
提
供
を
ご
検
討
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
江
差

追
分
全
国
大
会
で
の
ニ
シ
ン

三
平
汁
を
提
供
す
る
事
業
者

の
申
し
込
み
は
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
江
差
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
毎
年
、

ニ
シ
ン
料
理
を
食
べ
て
頂
く

こ
と
を
目
的
に
ブ
ー
ス
を
設

け
、
出
店
者
を
募
集
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
可
能
な
限
り
、

ニ
シ
ン
の
三
平
汁
を
提
供
し

て
頂
く
よ
う
要
請
し
て
参
り

た
い
。

で
も
地
域
の
中
で
、
サ
ロ
ン

の
自
発
的
な
開
設
が
な
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。
世
代
を
超

え
、
人
と
交
流
を
持
つ
こ
と

で
、
体
も
心
も
元
気
に
な
り
、

次
も
サ
ロ
ン
に
行
こ
う
と
い

う
目
標
が
さ
ら
に
良
い
効
果

を
も
た
ら
す
と
共
に
、
豊
か

な
経
験
、
豊
富
な
知
識
や
能

力
を
持
つ
高
齢
者
自
身
が
担

い
手
と
し
て
活
躍
出
来
る
場

と
し
て
も
期
待
出
来
る
も
の

で
あ
る
。
更
に
は
、
見
守
る

側
か
ら
見
守
ら
れ
る
側
を
特

定
し
な
い
、
支
え
合
い
と
気

づ
き
に
よ
る
見
守
り
体
制
の

構
築
に
繋
が
る
も
の
で
も
あ

り
、
介
護
予
防
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
互
助
力
ア
ッ
プ

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
も

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

必
ず
し
も
食
堂
形
式
の
サ
ロ

ン
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住

民
の
一
番
身
近
に
あ
る
集
会

施
設
等
の
利
活
用
促
進
も
含

め
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
地

域
の
方
々
が
集
う
居
場
所
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

あ
っ
た
自
主
的
な
活
動
が
出

来
る
よ
う
町
内
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
取
り

　

高
齢
化
の
進
む
中
で
、
健

康
維
持
や
生
活
の
安
定
に
繋

げ
る
予
防
介
護
が
重
要
視
さ

れ
て
き
て
い
る
。
介
護
予
防

支
援
は
、
心
を
明
る
く
持
ち
、

生
活
に
張
り
を
持
た
せ
る
居

場
所
、
仲
間
、
生
き
が
い
作

り
が
基
本
と
考
え
る
中
で
、

そ
の
機
能
を
果
た
せ
る
地
域

食
堂
、
ま
た
は
サ
ロ
ン
み
た

い
な
と
こ
ろ
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
る
。
と
て
も
元

気
に
な
れ
る
条
件
が
揃
っ
て

い
る
、
そ
ん
な
サ
ロ
ン
が
町

内
に
、
そ
れ
も
歩
い
て
行
け

る
距
離
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

な
ら
、
地
域
を
繋
い
で
支
え

合
い
、
暮
ら
し
を
守
り
、
介

護
予
防
に
も
大
き
な
力
に
な

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　

公
的
な
支
援
だ
け

で
は
高
齢
者
の
生
活
を
支
え

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
自
助
、

互
助
を
町
民
自
ら
が
自
分
ご

と
と
し
て
考
え
て
い
け
る
よ

う
、
生
活
体
制
整
備
事
業
に

お
い
て
各
事
業
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域

サ
ロ
ン
は
、
互
助
の
１
つ
と

認
識
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ

「
介
護
予
防
に
地
域
食
堂

　
　
　

 

ま
た
は
サ
ロ
ン
開
設
を
」

「
ニ
シ
ン
の
三
平
汁
に
つ
い
て
」

世
代
を
超
え
た
人
々
と
交
流
が

で
き
る
サ
ロ
ン
開
設
を

町
長

再健
康
推
進
課
長

町
長
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態
を
調
査
し
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
。
買
い
物
や
イ
ベ
ン

ト
で
も
積
極
的
に
外
に
出
る

と
い
う
部
分
で
、
出
か
け
る

こ
と
自
体
が
健
康
づ
く
り
に

な
る
。
引
き
こ
も
り
や
少
し

で
も
地
域
に
出
る
、
買
い
物

を
す
る
、
イ
ベ
ン
ト
に
連
れ

出
す
、
そ
れ
が
健
康
推
進
に

繋
が
る
と
い
う
観
点
も
必
要

だ
と
思
う
が
。

　

地
域
サ

ロ
ン
に
出
か
け
る
こ
と
で
元

気
に
な
る
。
ま
ち
づ
く
り
カ

フ
ェ
で
困
り
ご
と
を
解
決
で

き
る
か
と
い
う
、
互
助
の
力

を
つ
け
る
た
め
の
話
し
合
い

が
進
ん
で
い
る
。

　

行
政
と
し
て
何
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
で

意
見
交
換
す
る
町
長

以
前
運
行
し
て
い
た

お
買
物
無
料
循
環
バ
ス

　

選
挙
公
約
の
中
で
、
商
店

街
の
拠
点
化
で
賑
わ
い
作
り

の
項
目
で
、
お
買
い
も
の
バ

ス
の
運
行
が
あ
る
が
、
こ
の

間
、
無
料
の
買
い
物
バ
ス
が

実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
町
長

の
代
で
や
め
て
し
ま
っ
た
経

過
が
あ
る
が
、
説
明
を
。

　

上
町
、
下
町
の
商

店
街
で
は
賑
わ
い
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
、
も
う
一
度
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
た
め
、
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
閑
散
月

に
、
各
商
店
街
組
合
等
が
開

催
す
る
既
存
イ
ベ
ン
ト
に
加

え
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
月

替
わ
り
、
週
替
わ
り
で
開
催

す
る
等
し
、
賑
わ
い
創
出
を

目
指
し
た
い
。
そ
の
集
客
手

段
と
し
て
お
買
い
も
の
バ
ス

を
検
討
す
る
も
の
。
商
店
街

や
商
工
会
と
の
協
議
を
今
後

進
め
た
い
。

　

視
点
を
変
え
、
買
い

物
難
民
ゼ
ロ
の
対
策
と
し

て
、
お
買
い
も
の
バ
ス
を
事

業
展
開
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
買
い
物

難
民
の
実
態
は
ど
の
程
度
調

査
し
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ

う
に
交
通
施
策
の
中
で
位
置

づ
け
等
の
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。　

買
い
物

難
民
調
査
は
基
本
的
に
は

行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
総

合
計
画
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
地
域
公
共
交
通
の
利
便

性
の
関
係
で
少
し
聞
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
る
。
交
通
施

策
全
般
の
中
で
の
議
論
と

し
て
は
、
江
差
町
地
域
公
共

交
通
会
議
と
い
う
の
が
あ

り
、
買
い
物
に
特
化
し
た
議

論
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
暮

ら
し
の
足
を
守
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
交
通
網
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論

は
さ
れ
た
経
過
は
あ
る
。

　

都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
路
線
バ
ス
は
確
か
に
あ

る
し
、
福
祉
の
助
成
も
し
て

お
り
、
ト
ー
タ
ル
的
な
考
え

方
で
、
今
す
ぐ
買
い
物
バ
ス

を
再
開
す
る
か
ど
う
か
、
こ

れ
は
難
し
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
総
合
的
に
判
断
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

　

買
い
物
難
民
の
定

義
は
な
い
。
と
に
か
く
買
い

物
に
行
く
の
に
大
変
困
っ

て
い
る
と
い
う
部
分
の
実

か
り
と
町
民
に
知
っ
て
も

ら
う
と
い
う
立
場
で
改
善

す
る
点
が
な
い
か
。

 

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

町
広
報

は
限
ら
れ
た
誌
面
の
中
で
、

お
知
ら
せ
に
終
始
し
て
い

る
の
が
こ
れ
ま
で
。
広
報
委

員
会
を
組
織
し
て
お
り
、
議

論
は
さ
れ
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
３
年

前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
所

管
課
で
更
新
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
変
更
し
て
い
る
。
改

め
て
新
た
な
情
報
を
、
常
に

ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
た
い
。

　

議
会
に
出
す
資
料

や
要
求
さ
れ
た
資
料
、
独
自

に
作
成
し
た
資
料
は
本
当

に
分
か
り
易
く
作
ら
れ
て

お
り
、
う
ま
く
活
用
す
れ

ば
、
改
め
て
作
成
し
な
く
て

も
町
民
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
っ
と
創
意
工

夫
を
す
べ
き
。

　

所
管
課

も
含
め
検
討
し
た
い
。

　

不
幸
ゼ
ロ
の
ま
ち
の
実
現

等
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

直
接
町
民
の
声
を
聞
く
機
会

を
増
や
し
、
町
民
の
理
解
、

協
力
を
得
た
上
で
進
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
や
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
へ

の
参
加
、
時
間
の
許
す
限
り

足
を
運
び
、
直
接
話
を
聞
い

て
き
た
。
町
民
の
声
を
聞
く

機
会
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
、
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
懇

話
会
の
在
り
方
等
も
含
め
検

討
し
た
い
。

　

違
っ
た
角
度
で
聞
く

が
、
町
広
報
の
あ
り
方
、
し
っ

「
今
ま
で
以
上
に

　
　

直
接
町
民
の
声
を
聞
く
機
会
を
」

「
お
買
い
も
の
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
」

町
長

再

再
再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

再

副
町
長

再
再

健
康
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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9 月定例会　一般質問 西海谷  望 議員（無会派）

　

姥
神
大

神
宮
渡
御
祭
の
北
海
道
無
形

民
俗
文
化
財
の
指
定
は
、
現

地
調
査
、
そ
し
て
実
地
調
査

を
実
施
し
た
。
北
海
道
の
文

化
財
保
護
委
員
が
３
名
、
視

察
に
来
て
調
査
を
し
た
。
現

在
、
道
教
委
で
は
調
査
結
果

を
ま
と
め
て
い
る
段
階
。

　

こ
の
次
、
行
わ
れ
る
文
化

財
保
護
委
員
会
に
お
い
て
、

そ
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
、

来
年
の
３
月
に
は
、
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
か

ど
う
か
の
結
論
は
、
町
の
方

に
連
絡
が
あ
る
と
思
う
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
ま
だ
考
え
て

お
ら
ず
、
関
係
課
と
検
討
し

た
い
。

　

最
近
、
市
街
地
周
辺
の
ヒ

グ
マ
出
没
情
報
が
毎
日
の
よ

う
に
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
江
差
町
に
お
い
て
、

今
年
８
月
ま
で
に
11
件
の
出

没
情
報
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

に
は
、
民
家
、
通
学
路
、
学

校
施
設
な
ど
の
近
い
場
所
に

も
出
没
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
幸
い
人
身
事
故
は
な

い
が
、
秋
は
冬
眠
を
控
え
活

発
化
す
る
時
期
で
あ
る
。
人

身
ま
た
は
農
作
物
等
の
被

害
・
事
故
を
未
然
防
止
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
応
・

対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

ヒ
グ
マ
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
職
員
が

現
地
を
確
認
し
た
上
で
、
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
地
域
住

民
と
の
接
触
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
は
、
教
育
委
員
会
を
通

し
、
地
域
の
学
校
へ
の
周
知

や
、
注
意
喚
起
の
チ
ラ
シ
配

付
や
ク
マ
出
没
注
意
の
立
看

板
を
設
置
し
、
駆
除
に
向
け
、

猟
友
会
や
警
察
と
の
協
議
や

巡
回
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
内
に
お
け
る
今
年
度
の

出
没
情
報
は
、
前
年
の
約
３

倍
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

被
害
の
未
然
防
止
対
策
と
し

て
、
関
係
機
関
と
駆
除
対
策

等
を
検
討
す
る
と
共
に
、
注

意
喚
起
に
努
め
る
。

　

全
国
的
に
ハ
ン
タ
ー

の
数
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
高
齢
化
の
中
、
後
継
者

不
足
と
い
う
こ
と
が
聞
か
れ

て
い
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て

は
奨
励
金
の
よ
う
な
形
で
育

成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
江
差

町
と
し
て
の
考
え
方
は
。

　

高
齢
化

含
め
、
減
っ
て
い
る
状
況
。

江
差
町
で
は
、
賠
償
保
険
の

加
入
に
対
す
る
助
成
の
他
、

有
害
鳥
獣
駆
除
を
し
た
場

合
、
報
酬
金
と
し
て
、
１
頭

当
た
り
３
万
円
支
給
す
る
制

度
が
あ
る
。
ハ
ン
タ
ー
の
養

成
に
つ
い
て
は
、
検
討
課
題

と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

「
ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て
」

　

町
は
、
江
差
追
分
を
始
め

と
す
る
多
く
の
有
形
・
無
形

の
文
化
財
や
ブ
ラ
ン
ド
と
も

言
え
る
べ
き
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
連
合
」
、
「
日
本
遺

産
」
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
は
、

道
の
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
観
光

振
興
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
多
く
の
観
光

資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
発
信
し
て
い
く
の
か
。
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　

町
に
は
様
々
な
観

光
資
源
が
あ
り
、
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
」
、
「
日

本
遺
産
」
等
の
ブ
ラ
ン
ド
も

得
た
。
こ
れ
ら
は
一
体
的
に

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
同
じ
加
盟

地
域
と
連
携
し
て
、
町
の
知

名
度
向
上
や
、
さ
ら
に
モ

ノ
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
相
互
に
経
済
的
な
利
益

が
上
が
る
取
り
組
み
も
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

　

情
報
発
信
は
、
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
を
始
め
、
町
の
観

光
情
報
に
関
し
て
、
来
訪
者

の
目
線
を
意
識
し
た
情
報
発

信
を
き
め
細
や
か
に
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

資
源
の
活
用
、
発
信
は
、

設
立
予
定
の
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法

人
が
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い

く
。
今
後
、
法
人
が
立
ち
上

が
っ
た
際
に
は
、
し
っ
か
り

と
協
議
を
し
て
い
く
。

　

来
年
１
月
に
は
札
幌
で
江

差
追
分
の
単
独
公
演
を
実
施

し
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
公
式
行
事
で
、
江
差
追

分
を
披
露
す
る
機
会
を
追
求

し
て
い
る
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
の
北

海
道
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

調
査
は
承
知
し
て
お
り
、
指

定
を
期
待
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
展
開
に
つ

い
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
設
立
に

大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
の
道

の
指
定
は
、
現
在
、
調
査

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

も
う
１
点
。
も
し
、
こ
れ

が
指
定
さ
れ
た
場
合
、
イ
ベ

ン
ト
や
記
念
事
業
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
の

か
。

「
観
光
資
源
の
活
用
と
発
信
に
つ
い
て
」

道無形民俗文化財指定を待つ姥神大神宮渡御祭

ヒグマ被害防止対策として設置

町
長

再

社
会
教
育
課
長

町
長

再産
業
振
興
課
長
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～常任委員会、今はこんなことを調査しています～

よりよい町づくりのために

　総務産業常任委員会（室井正行委員長）は、平成

30 年第２回定例会で事務調査をおこし、現在、継

続して調査を行っています。

　６月定例会で発議して以降、担当課からのヒアリ

ングや現地視察を行い、意見交換を行った。

　今後、さらに委員会で調査を行いながら、どのよ

うな報告とすべきか話し合われていきます。

総務産業常任委員会『拠点地区整備と都市計画マスタープランに関する事務調査』

調査中です！

（右上）

旧江光ビル跡地

（左下）

いにしえ街道

（中央下）

法華寺通り商店街

社会文教常任委員会　 『学校施設に関する事務調査』

　社会文教常任委員会（小林くにこ委員長）は、平成

30年第２回定例会で事務調査をおこし、現在、継続し

て調査を行っています。

　６月定例会で発議して以降、担当課からのヒアリン

グや現地視察を行い、意見交換を行った。

　今後、さらに委員会で調査を行いながら、どのよう

な報告とすべきか話し合われていきます。

（左上）

江差小学校体育館

（中央下）

江差北小学校教室

（右下）

江差南が丘小学校

はまなす学級

調査中です！
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出欠状況をお知らせします！
平成 30年 7月 1日から 9月 30日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

　

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

・江差町課設置条例の一部改正について

　組織機構の見直しで、町民福祉課と健康推進課に

分かれている業務を集約し、支援対応の充実が一層

図られるものとして、新たに高齢あんしん課を設置

することの説明がされた。

・江差町版観光 DMO（仮称）北海道江差まちづくり

機構の設立について

　平成 28 年度から地方創生関連交付金を活用して実

施してきた古くて新しい町江差観光振興事業により、

江差町版 DMO 法人を 10 月に立ち上げすることが説

明された。

7 月 27 日

・町有地購入促進奨励金について

　将来的に利活用する予定のない有休未利用地の売

却に取り組むため、平成 27 年度に奨励金制度を創設

したが利用実績がない。これを見直し、新たな魅力

を持った制度の構築をしたことの説明がされた。

・養護老人ホームひのき荘の施設整備計画の一部変

更及び開設スケジュールについて

　養護老人ホームひのき荘の移管における、新施設

建設の形状が変更になることや、当初予定より概ね

１ヶ月早まり、平成 31 年 12 月の開設を目指すこと。

また、町による施設整備支援策である補助金が減少

となること等が説明された。

　７月 27 日、８月 20 日開催した全員協議会について、

その内容をお知らせします。

8 月 20 日

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
室
井
正
行
（
委
）

若
山
明
廣
（
副
）

薄
木
　
晴
午

小
野
寺
　
真

小
梅
　
洋
子

小
林
く
に
こ
（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

萩
原
　
　
徹

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

打
越
東
亜
夫

第 2 回 臨 時 会 7月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○

第 3 回 定 例 会 9 月 ５ 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会

7月11日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ●

（病欠） ○ ○ ○ ○ ●
（病欠） ○

7月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○

8月20日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

8月28日 ○ ○ ○ ○ ○

9月14日 ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

8 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
7月11日 ○ ●

（病欠） ○ ○ ○

7月23日 ○ ○ ○ ○ ○

決算審査特別委員会
7月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

（私用） ○ ○

9 月 ５ 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

7月24日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○

8月20日 ○ ○ ○ ○ ○

8月29日 ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 を開催しました！
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・学校施設に関する事務調査
◆社会文教常任委員会（出席６名）
・学校施設に関する事務調査
◆広島県尾道市議会行政視察
◆議会運営委員会（出席６名）
◆全員協議会（出席11名、欠席１名）
・養護老人ホームひのき荘の施設整備計画の
　一部変更及び開設スケジュールについて
・江差町課設置条例の一部を改正する条例に
　ついて
・江差町版観光DMO”（仮称）北海道まちづ
　くり機構”の設立について
◆当別町議会行政視察
◆総務産業常任委員会（出席５名）
・拠点地区整備と都市計画マスタープランに
　関する事務調査
◆宮城県議会行政視察
◆議会運営委員会（出席６名）
・第３回定例会の運営について

◆第３回定例会（出席12名）
◆H29年度決算審査特別委員会（出席10名）
◆総務産業常任委員会（出席５名）
・拠点地区整備と都市計画マスタープランに
　関する事務調査
◆社会文教常任委員会（出席６名）
・学校施設に関する事務調査
　（町内各小中学校現地視察）
◆議員会清掃活動（かもめ島えびす浜清掃）
◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会第１回
　臨時会
◆南部檜山衛生処理組合議会第２回定例会
◆熊本県小国町行政視察

◆総務産業常任委員会（出席５名）
・拠点地区整備と都市計画マスタープランに
　関する事務調査
◆檜山広域行政組合第２回定例会
◆社会文教常任委員会（出席６名）
・学校施設に関する事務調査
◆議会広報特別委員会（出席５名）
・11月号議会だよりについて
◆総務産業常任委員会（出席５名）
・拠点地区整備と都市計画マスタープランに
　関する事務調査
◆H29年度決算審査特別委員会
◆議会広報特別委員会（出席４名、欠席１名）
・11月号議会だよりについて（２回目）
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23日
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８月２日

17日

20日
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９月５日

14日

18日
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25日

26日

10月５日

9日
11日

16日

18日～22日
22日

　
　江差追分全国大会を前に、９月19日、江差町議会議

員会（会長：室井正行）がかもめ島えびす浜の清掃活

動を行いました。江差を訪れる観光客や追分関係者の

皆さんが、気持ちよく江差で過ごして頂きたいとの思

いから、３年連続で実施してきました。

（副町長、教育長にも参加して頂きました。）

清掃活動を行いました
～江差町議会議員会～

　
　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することがで

きます。

　町民の皆様が選んだ議員の活動状況や、町政の方針

などを議場で確かめましょう！

　議会の傍聴は、受付後、出入りは自由で、都合のい

い時間で傍聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております！

（問）議会事務局（☎52-6713）

議会を傍聴しましょう！
次の定例会は12月です。
日程は町広報誌やホームページでお知らせします！

　
☆江差北小学校の学習発表会

　秋晴れの日曜日、200名近い方が子ども達の成長

と練習の成果を見ようと集まったそうです。子ども

達はとても堂々と表現

していて、少し大人び

た社会的風刺にも笑い

があり、楽しませて頂

きました。

　そんな様子が伝わる

ようにと、写真を撮り

ました。

今 号 の 表 紙

（撮影者：小林くにこ　議会広報特別委員会委員）


